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別記様式 

会 議 録 

会議の名称 平成２７年度第８回 都賀地域会議 

開催日時 平成２８年１月２６日（火）１９時００分 開会 ２０時５４分 閉会 

開催場所 都賀総合支所２階大会議室 

出席者氏名 別紙１のとおり 

欠席者氏名 別紙１のとおり 

事務局職員職氏名 別紙１のとおり 

その他出席者等 別紙１のとおり 

会議事項 別紙２のとおり 

会議の公開又は 

非公開の別 
一部非公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項  

会議の経過 

発言者 議題・発言内容・決定事項 

 

 

 

 

 

会 長 

担当課 

 

会 長 

委 員 

 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

委 員 

 

 

 

１ 開会 

２ あいさつ 

３ 議事 

①栃木北部健康福祉センター（仮称）基本構想（素案）について（意見聴取） 

〈説明〉 

担当課に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈質問〉 

委員に対して、質問を求める。 

前回の都賀地域会議以降に検討した結果についても、北部健康福祉センタ

ーにサウナはつくらないということか。サウナを利用したい人は民間施設を

利用するということだが、健康な人は北部健康福祉センターに行くメリット

を感じないのではないか。 

北部健康福祉センターについては、歩行用プールを特色とすることを考え

ている。歩行用プールとトレーニング施設を組み合わせて、若年層には健康

増進のため、壮年層には、メタボ対策のため、高齢者には介護予防のため等、

幅広い世代に利用していただくことを考えている。入浴施設については、低

所得者に配慮した低料金の入浴施設も必要だろうという意見を踏まえ、設け

ることになった。 

民生委員・児童委員協議会の会議の中では、西方地域に建設すること、温

泉を使うことを前提にしなくてもいいのではないかという意見が出た。施設

の設備内容としては反対していないが、人口比等も踏まえ市民が利用しやす

い場所に建設する必要があると思う。 



 

担当課 

 

 

 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

担当課 

 

 

 

 

 

 

 

委 員 

担当課 

 

委 員 

担当課 

 

委 員 

 

担当課 

     

 

 

 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

会 長 

 

西方地域を選定した理由としては、市有地であり用地取得の費用を要しな

いこと、温泉湧出地に近接しており温泉の活用が可能となること等が挙げら

れる。歩行用プールについては、温泉を活用することで沸かし湯よりも運動

するにあたって効果が見込まれる。そのような施設は、全国の公共施設を見

ても珍しいものとなるため、市内だけではなく、市外からの利用者も想定し

ている。よって、温泉の活用が重要となってくることも踏まえ選定している。 

都賀保健センターの機能を北部健康福祉センターに引き継ぐことを検討

するとあるが、集団検診を都賀地域では実施することがなくなるのか。 

集団検診の機能が北部健康福祉センターだけに移ってしまっては都賀地

域の受診者は不便に感じる。都賀地域でも検診を受けられるよう考慮して欲

しい。また、高齢者が集まれる場所が少ないことも問題である。 

集団検診の主たる実施場所は、北部健康福祉センターとなるが、都賀・西

方地域の集団検診の受診者数は多く、また、受診率の増加を促進するために

も、都賀地域の施設でも集団検診を受けられるように検討が必要である。し

かし、乳児検診に関しては、来年度から栃木、大平、西方地域の 3 か所で実

施予定となっており、今後実施個所が減ったことによりどのような不便があ

るのか受診者の声を聞き、検討しなければならない。また、高齢者の居場所

づくりについても大きな課題であると認識している。どのような方法がある

か地域会議の意見も踏まえて検討させていただきたい。 

入浴施設の規模はどのくらいか。 

入浴施設の面積と配置にもよるが、男女とも最低でも１０名程度が入れる

規模を確保したい。 

入浴施設については、予約制になるのか。 

入浴施設の利用者がどのくらいいるのか、実際に運営してみないと分から

ないところがあり、予約制にするべきか現時点ではお答えできない。 

沸かし湯よりも温泉のほうが人気は出ると思う。一日の利用者数はどのく

らいを想定しているのか。それぞれの設備の面積は決まっているのか。 

歩行用プールについては、一度に大人数が利用できるものではなく、１時

間に１０数名ずつ、それにトレーニング施設の利用も併せて、７～８時間の

利用時間で１００名程度ではないかと考えている。入浴施設に関しては、低

所得者の方に低料金の入浴施設として利用していただくことを目的に利用

者数を設定する。敷地面積の制約もあるため、各設備の必要面積や配置につ

いては、今後検討していく。 

都賀地域会議と西方地域会議で意見のすり合わせは行っているのか。今

後、両地域の会長、副会長だけでも集まり意見調整が可能であれば希望した

い。 

今まで西方地域会議との意見調整等は行っていないが、西方地域会議から

出た意見も尊重していく必要はある。 

他に質問がないので、質問を打ち切ることを宣言する。 

〈意見〉 



 

会 長 

委 員 

 

 

委 員 

 

委 員 

 

委 員 

 

 

会 長 

 

会 長 

 

 

 

 

全委員 

会 長 

 

会 長 

 

会 長 

 

 

 

会 長 

事務局 

 

会 長 

委 員 

 

事務局 

 

 

 

会 長 

 

 

委員に対して、質問を求める。 

入浴施設について、利用した時に狭さを感じることでだんだんと利用者が

減るのではないか。せっかく温泉を活用するのであれば、広いほうが利用者

は増えるのではないか。 

入浴施設について、現在予定している設備よりも大きなものをつくってほ

しい。 

集団検診の機能が北部健康福祉センターに移ってしまうが、都賀地域の受

診者を考慮した対応をお願いしたい。 

都賀地域でも栃木地域に近い人では、なかなか西方方面に足を運ぶことは

少ない、そのような人達も行って見たくなるような付加価値をつける必要が

あると思う。 

他に意見がないので、意見を打ち切ることを宣言する。 

〈採決〉 

栃木北部健康福祉センター（仮称）基本構想（素案）について、①可能な

範囲で大きな浴室を設置していただくこと、②都賀保健センターの機能を北

部健康福祉センター（仮称）に引き継いでも、都賀地域内でも集団検診を実

施していただくことの二点について対応を要望したうえで、適当であると回

答してよろしいか異議の有無を確認する。 

異議なしの声あり。 

異議がないと認め、上記のとおり決することを宣言する。 

 

担当課が到着したため、先に議題③組織機構の見直しについて行う。 

③組織機構の見直しについて（報告） 

審議内容について、非公開 

 

②まちづくり実働組織の設立について 

〈説明〉 

事務局に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈質問〉 

委員に対して、質問を求める。 

 事務局から説明があったとおり、各種団体や公募による住民への周知を行

い、設立準備会を立ち上げることで良いと思う。 

まちづくり実働組織について、例えば、都賀地域で行っている行事の実行

委員会等がまちづくり実働組織という形で活動していくことや実行委員会

で中心となって活動している人に設立準備委員になっていただくといった

ような方法も一つの例としてあげられる。 

他に意見がないので、質問を打ち切ることを宣言する。 

 

④栃木市文化振興計画実施細目（素案）についての意見について（回答） 



 

 

会 長 

事務局 

 

会 長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

 

 

 

事務局 

〈説明〉 

事務局に対し、説明を求める。 

資料に基づいて説明する。 

〈質問・意見〉 

委員に対して、質問・意見を求める。 

質問、意見がないので、質問を打ち切ることを宣言する。 

 

４ その他 

①都賀地域会議で後援したイベントの実施報告について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

 

②会議録の確認について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

 

③平成２７年度第９回都賀地域会議の開催について 

〈説明〉 

資料に基づいて説明する。 

 

以上で本日の会議は全て終了する。 

──閉会── 

（会議終了時刻 午後８時５４分） 



 

別紙１ 出席者及び事務局 
 

出席者（委員） 

会 長 三室 一男         副会長 山田 加代子 

委 員 松島 功          委 員 川津 美知子 

委 員 若林 富雄         委 員 大塚 礼子 

委 員 山本 文彦         委 員 辻原 正信 

委 員 鈴木 信雄         委 員 落合 正 

委 員 飯嶋 かおる        委 員 鈴木 君子 

委 員 田島 富美子        委 員 中田 和子 

委 員 渡邉 政徳 

 

欠席者（委員） 

 な し 

 

事務局 

青木 康弘  （都賀総合支所長） 

田嶋 亘   （都賀総合支所地域まちづくり課課長） 

岩崎 和隆  （都賀総合支所地域まちづくり課係長） 

佐藤 律子  （都賀総合支所地域まちづくり課主査） 

阿部 正暉  （都賀総合支所地域まちづくり課主事） 

 

その他出席者（担当課） 

川津 浩章  （総務部総務課課長） 

江面 健太郎 （総務部総務課課長補佐） 

藤田 正人  （保健福祉部社会福祉課課長） 

神長 利之  （保健福祉部社会福祉課課長補佐） 

田中 勉   （保健福祉部社会福祉課主査） 

 



 

別紙２ 会議事項 

 

１ 開 会 

２ あいさつ 

３ 議 事 

① 栃木市北部健康福祉センター（仮称）基本構想（素案）について（意見聴取） 

② まちづくり実働組織の設立について  

③ 組織機構の見直しについて（報告） 

④ 栃木市文化振興計画実施細目（素案）についての意見について（回答） 

４ その他 

① 都賀地域会議で後援したイベントの実施報告について  

② 会議録の確認について 

③ 平成２７年度第９回都賀地域会議の開催について 

５ 閉 会 

 

配付資料一覧 

平成２７年度第８回都賀地域会議次第 

栃木市北部健康福祉センター（仮称）基本構想（素案）について 

まちづくり実働組織の設立について   

組織機構の見直しについて 

栃木市文化振興計画実施細目（素案）についての意見について 

都賀地域会議で後援したイベントの実施報告について 

地域会議だより第３号 

平成２７年度第７回都賀地域会議録 


